
物  質  名 1-アリルオキシ-2,3-エポキシプロパン ＤＢ－5 

別  名 
アリルグリシジルエーテル、2-
プロペニルオキシメチルオキシ

ラン 
CAS 番号 106-92-3 
PRTR 番号 第 1 種 23 
化審法番号 2-393 

構 造 式 
 
 

 

分子式 C6H10O2 分子量 114.15 
沸点 154℃ 1) 融点 100℃ 1) 
蒸気圧 4.3 mmHg（25℃、推定値）2) 換算係数 1 ppm = 4.67 mg /m3（25℃） 
分配係数（log Pow） 0.45（推定値）3) 水溶性 4.33×104 mg/L（25℃、推定値）4)

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 390 mg/ kg 5)  
 マウス 吸入 LC50 270 ppm (1,261 mg/m3) (4hr）5)  
 ラット 経口 LD50 1,600 mg/kg 5)  
 ラット 吸入 LC50 670 ppm (3,129 mg/ m3) (8hr）5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、1,214、1,868、2,802、4,203 mg/m3 を 50 日間（7 時間/日）吸入させた結果、1,214 
mg/m3 以上の群で眼の刺激、呼吸困難、体重増加の抑制がみられ、1,868 mg/m3 以上の群で腎

臓相対重量の増加に有意差を認め、角膜混濁、気管支肺炎、肺の出血、肝臓の脱色、副腎の

肥大もみられた。また、2,802 mg/m3 以上の群で生存率の低下、4,203 mg/m3 群で脾臓の壊死が

みられた 6) 。 
・ラットに 0、19、47、140、467、934 mg/m3 を 13 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、

19 mg/m3 以上の群で鼻腔の炎症、上皮過形成、扁平上皮化生がみられ、47 mg/m3 以上の群で

肝臓相対重量の有意な増加を認め、体重増加の抑制、咽頭、気管及び気管支の化生もみられ

た。また、140 mg/m3 以上の群で鼻甲介の骨化過剰がみられた 7) 。 
・マウスに 0、4.7、19、47、140 mg/m3 を 13 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、4.7 mg/m3

以上の群で鼻腔の炎症、呼吸上皮及び嗅上皮の扁平上皮化生、19 mg/m3 以上の群で体重増加

の抑制がみられた 7) 。 
・ラットに 0、23、47 mg/m3 を 103 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、23 mg/m3 以上

の群で鼻腔の化膿性炎症、鼻腺の拡張、嗅上皮の変性及び化生、呼吸上皮の過形成及び化生

等の発生率に有意な増加を認め、47 mg/m3 群では体重増加の抑制もみられた 7) 。この結果か

ら、LOAEL は 23 mg/m3（ばく露状況で補正：4.1 mg/m3）であった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、140、467、934 mg/m3 を 8 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させ、ばく露終了 2 日

後にばく露群の雄を無処置の雌、ばく露群の雌を無処置の雄とそれぞれ交尾させた結果、雄

では 140 mg/m3 以上の群で用量に依存した受胎率の低下、934 mg/m3 群で精子異常の増加、雌

では 934 mg/m3 群で１匹当たりの黄体数、着床痕数の減少がみられた。また、140 mg/m3 及び

467 mg/m3 群の雄のペアでは一腹当たりの着床痕数や胎仔及び出生仔の生存数の減少に有意



差を認め、934 mg/m3 群の雄のペアでは着床痕がみられなかった 7) 。 
・マウスに 0、19、47、140 mg/m3 を 8 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させ、ばく露終了 2 日後

にばく露群の雄を無処置の雌、ばく露群の雌を無処置の雄とそれぞれ交尾させた結果、受胎

能や胎仔への影響はみられなかった 7) 。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質は皮膚、粘膜を刺激し、眼、皮膚、気道に対して腐食性を示す。蒸気を吸入すると肺

水腫を引き起こすことがある。眼に入ると発赤、痛み、かすみ眼、熱傷、皮膚に付くと乾燥、

発赤、痛み、水疱、吸入や経口摂取すると灼熱感、頭痛、吐き気、嘔吐、感覚鈍麻、嗜眠を

生じ、吸入では息切れも生じる。中枢神経系の抑制、意識の低下が起きることがある。長期

または反復して皮膚に付くと、皮膚の感作や皮膚炎を起こすことがある 8, 9) 。 
・本物質のみを扱う実験台で作業していた男性に指のかゆみ及び腫脹が生じ、5 ヵ月間の治療

期間中にも強い腫脹がみられた。指先には毛細血管の損傷によると思われる出血がみられ、

水疱、白斑もみられた。また、本物質を含む塗料を使用した男性で、顔面にかゆみが生じ、

口の周りの発赤、眼瞼の発赤及び腫脹を生じた 9) 。 
・臭気閾値は 10 ppm 未満と言われている 10) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 11)  TLV-TWA 1 ppm（4.67 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口ばく露について、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
吸入ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた LOAEL 23 mg/m3（嗅上皮の

変性、呼吸上皮の過形成、化生など）を採用し、ばく露状況で補正して 4.1 mg/m3 とし、LOAEL
であるために 10 で除した 0.41 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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